
加法混色，減法混色に加えて“中間混色”も 

― 色の混合について ― 

室谷 心 

松本大学総合経営学部 

muroya@t.matsu.ac.jp 
 

ディジタル表現に対する理解は，「情報の科学」のメインテーマの一つであり，画像，音，動画など

いずれも生徒や学生の興味を集める良い教材である．物理的には同じ振動現象であっても，音と違い

光の場合には 3原色が存在することが，表現技術としての重要なポイントである．3原色を基底とした

色の表現では，光による加法混色と顔料の場合の減法混色が基本になるが，実際の場面ではこの 2 つ

だけでは理解の難しい現象もある． 

ここでは簡単な実例を見せながら，加法混色，減法混色と併せて“中間混色”も教えることを提案

したい． 

 
１．はじめに 

「情報の科学」の教科書には，色には 3 原色が

あり，赤（R）緑（G）青（B）による加法混色，顔

料の場合にシアン（C）マゼンタ（M）黄色（Y）に

よる減法混色に従うことが，マルチメディアデー

タのディジタル表現の基礎として記載されている

（図 1）(1)．一方，色の自由度に関しては，明るさ

の自由度を規格化した色度図で表される．色度図

上には 3 原色という特別な点は存在せず，混色は

色を表す点の間の内分点で表される(2)． 

 
２．加法混色か，それとも減法混色か？ 
では、図 3 のような配色で印刷して、コマを作

り回転させた時や，パソコン画面上で動画として

図 3 を回転させた時には，実際どう見えるかとい

うのが、ここでの問題である． 

図 1 3原色(1) 
(3) ． 

図 2 xy系での色度図 

実践は単色光の色を表し、クロスのプロットの脇の 3
桁の数字は光の波長(nm)を表す．図中の三角形は

CIE 規格の 3 原色（破線）と NTSC 規格（点線）(3). 
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結果は図 4，5 のようになる (4)．どちらもグレ

ーの円環になり，濃淡は RGB に塗り分けたベル

トの方が濃い

グレーに，CMY
に塗り分けた

ベルトの方が

淡いグレーに

なった．図 4 の

コマも図 5のア

ニメーション

も中心の部分

は彩色してい

ない白である． 
 

３．中間混色 
RGB もその

補色の CMY も

色度図（図 2）
上に散らばっ

た 3 点なので，

それらの混色

は3点の中心付

近の色になり，

RGB の混色も

CMY の混色も

適切な重みで

内分点を取れ

ば色度図中心

の白（グレー）

になるのは，自

然な結果である． 
では、加法混色の RGB と減法混色の CMY の，

明るさ違いはなぜであろうか．光の混色に関して

は，通常トーマス・ヤングの混色実験で説明され

ているが(5)，実際のディスプレーでは RGB の三色

の発光素子が整列しており，3 つのうちの一つの

素子だけを発光させると RGB いずれかの色にな

り，RGB の補色である CMY を表示するには，補

色の関係の光以外の 2 つの素子を発光させている．

したがって，面積当たりの発光量は CMY の方が

RGB のときの 2 倍であり，その結果混色は明るい

グレーとなる． 
図 4 の写真は動画の複数のフレームの重ね焼き

なので，複数の画像の平均をとっていることにな

る．図 5 は同様の平均を目もしくは脳の中で行っ

ている，面積あたりの平均や時間平均を取る混色

は，中間混色として知られている(6)． 
 
５．まとめ 
混色については 3 原色がよく知られており，光

の場合の加法混色と顔料の場合の減法混色で説明

されている．加法混色は暗闇の中の白い紙に 3 色

のスポットライトを当てるトーマス・ヤングの実

験で，そして減法混色は白い紙の上に顔料の重ね

塗りで説明される．しかしながら，実際の現象で

の混色では，空間的もしくは時間的な平均を取っ

た中間混色が実現していることが多い．この場合

には 3 原色に加えて背景色（地の色）の存在が重

要であり，背景色＋3 原色での平均で混色が作ら

れる．色相と彩度については，色度図上の内分点

で理解することができるが，実際に感じる色は明

るさの影響が強く，色度図だけでは感覚と合わな

い場合もある．色度図の利用と併せて，“中間混色”

という概念の情報の授業での活用を提案したい． 
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図 3 3色混色実験用のコマの塗分け 

外側から RGB，CMY，RGB の 3 色で塗り分

けてある．(4) 

図 4．回転するコマをシャッタ

ー速度 1/10 1/秒で撮影 

図 5．回転するコマのアニメー

ション画像 

60fps で 60度ずつ回転させた

アニメーションをシャッター

速度 1/10 1/秒で撮影． 
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